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岩手県宮古市田老地区
（平成27年8月撮影）

河川対策（直轄区間）
本復旧工事が完了した
河川管理施設（直轄管理区間）の割合

※旧北上川（本復旧工事完了済）で実施中の地震・
津波対策は、平成30年度の完成予定

下水道
通常処理に移行した下水処理場※2の割合

道路（直轄区間）
本復旧が完了した道路開通延長の割合

海岸対策※1

本復旧・復興工事に着工・完了した
地区海岸の割合

※帰還困難区域および居住制限区域を除き、避難
指示解除準備区域を含む。

港湾施設
本復旧工事に着工・完了した
復旧工程計画に定められた港湾施設の割合

※JR大船渡線のBRTによる本格復旧分を含む。

鉄道
運行を再開した鉄道路線延長の割合

道路（復興道路・復興支援道路）
復興道路・復興支援道路の着工率・整備率

※進捗率には帰還者向け災害公営住宅の計画を含
んでいない。
※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

災害公営住宅
災害公営住宅の用地確保が完了した戸数
建築工事に着手した戸数
建築工事が完了した戸数の割合

復興まちづくり

※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

【防災集団移転促進事業】
造成工事の着工・完了数の割合（戸別）

【津波復興拠点整備事業】
工事に着手した地区数・
事業認可した地区数の割合

※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

【土地区画整理事業】
造成工事の着工・完了数の割合（戸別）

【造成宅地の滑動崩落防止】
対策工事に着工・完了した地区数の割合

※1 海岸対策については、平成27年3月末時点から、復旧のみ
ならず復興も含めた指標とした。「復旧」とは、災害復旧事業によ
り行う復旧工事のこと。「復興」とは、社会資本整備総合交付金
または農山漁村地域整備交付金により行う整備工事のこと。
※2 「通常処理に移行した処理場」とは、被災前と同程度の放
流水質まで処理が実施可能となった処理場である。これらの中
には、一部の水処理施設や汚泥処理施設はいまだ本復旧工事
中のものもある。
※福島県の避難指示解除準備区域などについては、原則除い
ている。
※各指標の母数については、事業の進捗に応じ変更

復旧・復興の
進捗状況

（平成28年1月末時点）
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観
光
に
よ
る
復
興
支
援

現
在
、
全
国
的
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
に
落
ち
込

ん
だ
東
北
６
県
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
震
災
前
と
同
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
者
全
体

で
も
、
震
災
前
の
９
割
弱
程
度
と
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
に
認
定
し
た
東
北
地
方
の
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向
け
た
支
援
や

東
北
観
光
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
と
連
携
し
、
東
北
の
観
光
需
要
の
回
復
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
回
復
が
遅
れ
て
い
る
福

島
県
に
つ
い
て
は
、
福
島
へ
の
教
育
旅
行
の

再
生
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
実
感
で
き
る
復
興
」に
向
け
て

10
年
間
と
定
め
ら
れ
た
復
興
期
間
の
う
ち
、

前
期
5
カ
年
の「
集
中
復
興
期
間
」を
終
え
、

本
年
4
月
か
ら
、
後
期
5
カ
年
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入

り
ま
す
。
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
未
来
を

創
る
5
年
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
被
災

地
が
日
本
の
再
生
と
成
長
を
リ
ー
ド
し
、
地

方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
「
自
立
」

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
被
災
地
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
地

域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
ご
と
の
実

情
を
細
か
く
把
握
し
、
今
な
お
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
に
一
日

も
早
く
復
興
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

復
興
の
一
段
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

福島県相馬市の災害公
営住宅。被災高齢者の孤
独状態を防ぐため、団ら
んの場や食堂エリアなど、
共助スペースを随所に設
置している。

平成27年5月、JR仙石線
全線運転再開および仙石
東北ライン開業記念式典の
様子。

東
北
の
復
興
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備

防
災
機
能
を
担
う
道
路

東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
海
岸

沿
い
が
広
く
津
波
に
襲
わ
れ
、
仙
台
か
ら
青

森
に
か
け
て
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
国
道
45
号
が

所
々
で
寸
断
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
ま
ず
が
れ
き
撤
去
や
補
修
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
被
災
地
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き

ず
、
地
域
を
結
ぶ
基
幹
的
な
道
路
は
複
数
必

要
と
の
認
識
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は
地
震
後
に
高

台
を
目
指
し
て
走
っ
て
い
た
小
中
学
生
ら
が
、

6
日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
三
陸
沿
岸
道

路
に
登
っ
て
津
波
か
ら
無
事
に
逃
れ
ま
し
た
。

ま
た
仙
台
東
部
道
路
の
よ
う
に
、
盛
土
構
造

の
道
路
が
結
果
的
に
津
波
を
遮
断
し
、
被
害

を
抑
え
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
平
成
23
年
の
政
府

の
復
興
構
想
会
議
に
よ
る
「
復
興
へ
の
提
言
」

に
お
い
て
、「
太
平
洋
沿
岸
軸
の
緊
急
整
備
、

太
平
洋
沿
岸
と
東
北
道
を
つ
な
ぐ
横
断
軸
の

強
化
に
つ
い
て
、
防
災
面
の
効
果
を
適
切
に

評
価
し
つ
つ
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
」
と
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
立
案
の
み
で
事
業
化

し
て
い
な
か
っ
た
道
路
の
事
業
化
を
決
定
。

私
た
ち
が
現
在
、復
興
道
路
と
呼
ん
で
い
る

「
三
陸
沿
岸
道
路
」、
復
興
支
援
道
路
と
な
っ

た
4
本
の
道
路
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
「
釜
石

花
巻
道
路
」、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
「
相

馬
福
島
道
路
」
お
よ
び
宮
城
県
所
轄
の
「
み

や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
」
の
開
通
に
向
け
、

急
速
に
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
区
間
で
、
都
市
計
画
な
ど
の
影
響
が

あ
り
事
業
化
が
遅
く
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
の
合
計
5
8
4
㎞
全
て
が
事
業
化
し
、

全
体
の
お
よ
そ
7
割
に
当
た
る
4
0
7
㎞
は

開
通
ま
た
は
開
通
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
を
元
気
に
す
る

常
磐
自
動
車
道

復
興
を
加
速
さ
せ
る
道
路
と
し
て
も
う
一

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
昨
年
3
月
に

全
線
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
で
す
。

東
京
か
ら
仙
台
の
約
3
5
0
㎞
を
海
岸
沿

い
に
つ
な
ぐ
こ
の
高
速
道
路
、
震
災
時
は
全

線
開
通
に
向
け
て
工
事
中
で
し
た
。
全
線
開

通
後
は
、
内
陸
を
走
る
東
北
自
動
車
道
と
合

わ
せ
て
関
東
と
東
北
を
太
く
結
び
付
け
る
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

福
島
・
宮
城
沿
岸
の
地
域
で
は
観
光
に
訪

れ
る
人
が
増
加
し
、
地
域
の
経
済
活
性
化
に
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※復興係数…被災地の施工実態に合わせた工事費の補正

室
蘭
港
を
つ
な
ぐ
新
た
な
フ
ェ

リ
ー
航
路
の
開
設
も
計
画
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

住
宅
再
建
・

ま
ち
づ
く
り
の
本
格
化

被
災
状
況
や
地
域
特
性
、
住

宅
再
建
の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え

た
合
意
形
成
に
時
間
を
要
す
る

な
ど
、
当
初
遅
れ
が
心
配
さ
れ

て
い
た
住
宅
再
建
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
お
お

む
ね
県・市
町
村
の
計
画
に
沿
っ

て
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今

春
に
は
、
災
害
公
営
住
宅
が
約

1
万
7
千
戸
、
高
台
移
転
が
約

9
千
戸
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

住
ま
い
の
確
保
は
何
よ
り
重
要
で
す
。
引

き
続
き
地
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
て
き
め
細

や
か
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
へ
の
追
悼

と
鎮
魂
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
後
世
へ
の

伝
承
、
国
内
外
に
向
け
た
強
い
意
志
を
発
信

す
る
た
め
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
お
よ
び
宮

城
県
石
巻
市
に
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
（
仮

称
）
を
平
成
32
年
度
末
を
め
ど
に
整
備
す
る

予
定
で
す
。

復
旧
・
復
興
事
業
の
加
速
化

復
旧
・
復
興
事
業
の
着
手
当
初
は
工
事
量

の
急
激
な
増
加
の
た
め
、
人
手
や
生
コ
ン
の

不
足
、
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
工
事
の
遅

れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、事
業
の
円
滑
な
施
工
確
保
の
た
め
、

復
興
加
速
化
会
議
を
立
ち
上
げ
、
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
の
4
度
に
わ
た
る
引
き
上
げ

や
復
興
係
数
（
※
）
の
導
入
、
公
共
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
な
ど
、
被
災
地
の

実
情
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
入
札
不
調
も
改

善
し
て
お
り
、
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。
今
後
も
現
場
の
状
況
を
注
視
し
、

き
め
細
や
か
な
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
三

陸
沖
を
震
源
と
し
て
、
日
本
観
測
史
上
最
大

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
巨
大
地
震
と

巨
大
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
は

極
め
て
甚
大
で
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

住
居
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、
地

域
の
機
能
そ
の
も
の
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与

え
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
発
災

後
直
ち
に
「
く
し
の
歯
」
作
戦
に
よ
る
道
路

啓
開
に
着
手
す
る
な
ど
、
復
旧
・
復
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
被
災
地
で
は
復
興

へ
の
確
か
な
歩
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

基
幹
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

着
実
に
進
捗

道
路
・
鉄
道
・
港
湾
な
ど
の
基
幹
的
な
イ

ン
フ
ラ
は
、
着
実
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
生

活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
、
全
体

と
し
て
は
お
お
む
ね
終
了
し
つ
つ
あ
り
、
今

後
は
、
災
害
に
強
く
、
被
災
地
の
経
済
発
展

の
基
盤
と
な
る
交
通
・
物
流
網
の
構
築
な
ど

に
向
け
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
昨
年
3
月
に
常

磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。ま
た
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
復
興
道
路
・
復
興

支
援
道
路
の
う
ち
、
昨
年
11
月
に
は
吉
浜
道

路
、
同
年
12
月
に
も
東
北
横
断
道
釜
石
秋
田

線
の
1
区
間
が
開
通
す
る
な
ど
、
被
災
地
復

興
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備
は
目
に
見
え

て
進
ん
で
い
ま
す
。

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
3
月
に
J
R

石
巻
線
、
同
年
5
月
に
J
R
仙
石
線
が
全

線
で
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
3
月
に
全
線
復
旧
の
方
針
が
決
定
し
た

J
R
常
磐
線
も
、
本
年
3
月
に
は
平
成
31

年
度
末
ま
で
の
全
線
復
旧
を
目
指
す
こ
と
が

決
定
さ
れ
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

港
湾
に
つ
い
て
は
、
産
業
・
物
流
上
、
特

に
重
要
な
港
湾
施
設
は
平
成
26
年
度
ま
で
に

お
お
む
ね
復
旧
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
残
る

3
防
波
堤
に
つ
い
て
も
、
大
船
渡
港
は
平
成

28
年
度
、
釜
石
港
お
よ
び
相
馬
港
は
平
成
29

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
施
設
の
復
旧

に
伴
い
、
岩
手
県
の
宮
古
港
と
北
海
道
の

岩手県釜石港では、
港湾と道路の整備に
よって物流が活発に
なり、平成27年のコ
ンテナ取扱量が県内
の過去最高記録を更
新した。

平成27年11月、復興道路である三陸沿岸道路の吉浜道路の開通式。
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観
光
に
よ
る
復
興
支
援

現
在
、
全
国
的
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
に
落
ち
込

ん
だ
東
北
６
県
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
震
災
前
と
同
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
者
全
体

で
も
、
震
災
前
の
９
割
弱
程
度
と
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
に
認
定
し
た
東
北
地
方
の
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向
け
た
支
援
や

東
北
観
光
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
と
連
携
し
、
東
北
の
観
光
需
要
の
回
復
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
回
復
が
遅
れ
て
い
る
福

島
県
に
つ
い
て
は
、
福
島
へ
の
教
育
旅
行
の

再
生
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
実
感
で
き
る
復
興
」に
向
け
て

10
年
間
と
定
め
ら
れ
た
復
興
期
間
の
う
ち
、

前
期
5
カ
年
の「
集
中
復
興
期
間
」を
終
え
、

本
年
4
月
か
ら
、
後
期
5
カ
年
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入

り
ま
す
。
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
未
来
を

創
る
5
年
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
被
災

地
が
日
本
の
再
生
と
成
長
を
リ
ー
ド
し
、
地

方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
「
自
立
」

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
被
災
地
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
地

域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
ご
と
の
実

情
を
細
か
く
把
握
し
、
今
な
お
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
に
一
日

も
早
く
復
興
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

復
興
の
一
段
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

福島県相馬市の災害公
営住宅。被災高齢者の孤
独状態を防ぐため、団ら
んの場や食堂エリアなど、
共助スペースを随所に設
置している。

平成27年5月、JR仙石線
全線運転再開および仙石
東北ライン開業記念式典の
様子。

東
北
の
復
興
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備

防
災
機
能
を
担
う
道
路

東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
海
岸

沿
い
が
広
く
津
波
に
襲
わ
れ
、
仙
台
か
ら
青

森
に
か
け
て
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
国
道
45
号
が

所
々
で
寸
断
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
ま
ず
が
れ
き
撤
去
や
補
修
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
被
災
地
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き

ず
、
地
域
を
結
ぶ
基
幹
的
な
道
路
は
複
数
必

要
と
の
認
識
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は
地
震
後
に
高

台
を
目
指
し
て
走
っ
て
い
た
小
中
学
生
ら
が
、

6
日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
三
陸
沿
岸
道

路
に
登
っ
て
津
波
か
ら
無
事
に
逃
れ
ま
し
た
。

ま
た
仙
台
東
部
道
路
の
よ
う
に
、
盛
土
構
造

の
道
路
が
結
果
的
に
津
波
を
遮
断
し
、
被
害

を
抑
え
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
平
成
23
年
の
政
府

の
復
興
構
想
会
議
に
よ
る
「
復
興
へ
の
提
言
」

に
お
い
て
、「
太
平
洋
沿
岸
軸
の
緊
急
整
備
、

太
平
洋
沿
岸
と
東
北
道
を
つ
な
ぐ
横
断
軸
の

強
化
に
つ
い
て
、
防
災
面
の
効
果
を
適
切
に

評
価
し
つ
つ
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
」
と
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
立
案
の
み
で
事
業
化

し
て
い
な
か
っ
た
道
路
の
事
業
化
を
決
定
。

私
た
ち
が
現
在
、復
興
道
路
と
呼
ん
で
い
る

「
三
陸
沿
岸
道
路
」、
復
興
支
援
道
路
と
な
っ

た
4
本
の
道
路
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
「
釜
石

花
巻
道
路
」、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
「
相

馬
福
島
道
路
」
お
よ
び
宮
城
県
所
轄
の
「
み

や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
」
の
開
通
に
向
け
、

急
速
に
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
区
間
で
、
都
市
計
画
な
ど
の
影
響
が

あ
り
事
業
化
が
遅
く
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
の
合
計
5
8
4
㎞
全
て
が
事
業
化
し
、

全
体
の
お
よ
そ
7
割
に
当
た
る
4
0
7
㎞
は

開
通
ま
た
は
開
通
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
を
元
気
に
す
る

常
磐
自
動
車
道

復
興
を
加
速
さ
せ
る
道
路
と
し
て
も
う
一

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
昨
年
3
月
に

全
線
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
で
す
。

東
京
か
ら
仙
台
の
約
3
5
0
㎞
を
海
岸
沿

い
に
つ
な
ぐ
こ
の
高
速
道
路
、
震
災
時
は
全

線
開
通
に
向
け
て
工
事
中
で
し
た
。
全
線
開

通
後
は
、
内
陸
を
走
る
東
北
自
動
車
道
と
合

わ
せ
て
関
東
と
東
北
を
太
く
結
び
付
け
る
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

福
島
・
宮
城
沿
岸
の
地
域
で
は
観
光
に
訪

れ
る
人
が
増
加
し
、
地
域
の
経
済
活
性
化
に

特集

復興・創生
〜震災から5年 新たな東北へ〜




